
 

学校番号 3034 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校美術」（日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・周囲と自分の関りや新たな気づきが表現につながることを留意しながら学習を進めます。 

・形態や色彩の適切な捉え方や、材料や素材の扱い方、使用方法を学びながら表現力の向上を目指す 

学習活動を行います。 

・作品完成後は振り返りｼｰﾄや相互鑑賞の場を設け、作品に対する客観的な視点を深める学習活動を行

います。 

 

２ 学習の到達目標 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて 表現方法を創意工

夫し，個性豊かで,創造的に表すことができる。 

・造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成し個性

豊かに発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりす

ることができる。 

・主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに，感

性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

形や色彩、材料や光などの造

形の要素の働きや造形的な

特徴を捉えて主題に合った

表現が行えているか、また、

材料や用具の特性を生かし

て表現方法を工夫している

かを評価します。 

造形的なよさや美しさ、表

現の意図と工夫、生活や社

会を豊かにする造形につい

て考えるとともに、主題を

生成し発想や構想を練り、

個性豊かに表現できている

か、また、他者の作品への見

方や感じ方を深めているか

を評価します。 

主体的に表現及び鑑賞の創造活動

に取り組み、主題を創意工夫して

実現しようとしているか、新たな

ものをつくろうという観点に立っ

て自分なりの気づきや視点を活動

に取り組めているかを評価しま

す。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元

名 学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知（a） 思（b） 主（c） 

二
年 

前 

期 

 

【絵画・彫刻】 

・人物クロッキー 生徒相互が

モデルになってクロッキーをす

る。毎授業開始時に行う 

a: 人体の構造、比率、重心、

バランス、動勢などを捉え、 

鉛筆の特性を生かして表

現している 

ク ロ ッキー

帳 

  

凹
版
画
石
膏
刷
り 

【版画】 

版画石膏刷り 

1.ﾍﾟﾝ画練習を通じた理解 

・ﾍﾟﾝ画の練習により線を使った表

現を学び、またにじみのある線に

よりできるドライポイント技法の表

現の特徴を理解する 

2.主題の設定 

・ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁで描きたい主題を明

確にしてゆく 

3.構想を練る 

・主題から発想を広げ、小さい画面

を生かして構図や造形的な視点

を大切にしながら構図を練る 

4.制作 

・線表現と凹版画の特性を生かして

表現方法を工夫する 

【鑑賞】 

相互鑑賞 

お互いの作品にコメントを送る 

a:凹版画技法の表現の特徴を

生かすとともに表現方法を工

夫して主題を追求している 

b:感性や美意識、想像力を働か

せ、イメージを造形的な視点

でとらえ、自分としての意味

や世界観を造形的に表現し

ている 

c:主体的に主題を生み出し、意

図に応じて創意工夫し、見通

しをもって表現の創造活動に

取り組もうとしている  

 

 

 

 

b：作者の表現の意図、表現の工

夫、作品のよさや美しさなどを感

じ取ろうとし、見方感じ方を深め

ている 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

取り組み状

況 

 

提出作品 

下絵 

 

取 り組み

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相互鑑賞

ｶｰﾄﾞ 

取り組み状

況 

 

振り返りｼｰﾄ 

 

二
年 

後 

期 

鑑
賞 

【鑑賞】【絵画】映像鑑賞 

絵画制作導入として、風景画家に

ついての映像番組を鑑賞する 

b:造形的なよさや美しさを感じ取

り、作者の心情や意図と創造的な

表現の工夫などについて考え、

見方や感じ方を深めている 

 ﾜｰｸｼｰﾄ  

油
絵
「わ
た
し
の
街
の
風
景
」 

【表現】【絵画】 

・油絵「風景画」 

日頃暮らしている街並みを絵の

対象として捉えなおし、実感のこ

もった風景画を描く 

1.主題の設定 

描きたい作風や様式を教科書図

版から選び、作品の特徴などを

鑑賞し、作品のイメージをつくる 

2.構想を練る 

あらかじめ用意しておいたスケッ

チや写真から構図や配色など造

形的な視点を大切にしながらｱｲ

ﾃﾞｱｽｹｯﾁで構想を練る 

3.制作 

発想や構想に応じて材料や用具

の特性を生かして表現方法を創

意工夫し、創造的に表す。 

 

a:形や色彩、光や立体感などの

造形の要素の働きや、造形的

特徴をもとにして全体のイメ

ージを捉えている 

意図に応じて材料や用具の特

性を生かすとともに表現方法

を工夫して主題を追求してい

る  

b:自然や生活など日常の風景

を見つめ感じ取ったことや考

えたことから主題を生成して

いる 

 色彩を豊かに使い、重ね塗り

を表現に活かして、創造的な

表現の構想を練っている 

c:主題を基にした下絵、ﾜｰｸｼｰ

ﾄ、制作と取り組む中で主体的

に主題を創意工夫し、見通し

をもって表現の制作活動に取

り組もうとしている 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

取り組み状

況 

 

提出作品 

 

振り返りｼｰﾄ 

下絵用紙 

 

振り返りｼ

ｰﾄ 

 

取り組み

状況 

 

提出作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

取り組み状

況 

 

振り返りｼｰﾄ 

教
科
展 

【鑑賞】 

学年末に美術・書道科展を行う 

原則として全員版画作品、油絵作

品を出品する。他選択者、保護者

にも観覧を呼びかける 

b: 他の生徒の作品から見えて

くる造形的なよさや美しさを

感じ取り、作者の意図と創造的

な表現の工夫などについて考

えている 

 交流用紙  

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

※ 授業時間数や担当者の都合により、実施順序や内容に変更がある場合があります。 


